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一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

成元年度にかけて整備したものであり（車尾分団についてはポンプ、車両とも平成16年度
に更新）、ポンプ・車両ともに老朽化が進み、出動態勢に支障をきたしかねない状況であ

（１）事業計画

について更新整備する。
る。平成18年度より3年間で、老朽化が進んでいる7分団の小型動力ポンプ、ポンプ積載車

小型動力ポンプは昭和56年度から63年度にかけて、また、その積載車は昭和63年度から平
米子市消防団では全27分団中8分団については小型ポンプ付積載車を配備している。

活動につながり、地域住民の生命、身体の安全・財産の確保に資する。
小型動力ポンプ付積載車を更新整備することにより、火災現場での効率的、効果的な消火
（２）事業効果
　　　　　　　　　　小型動力ポンプ積載車　　　平成元年3月3日   購入
　②河崎分団　　　　小型動力ポンプ　　　　　　昭和56年9月13日　購入
　　　　　　　　　　小型動力ポンプ積載車　　　昭和63年3月25日　購入
　①福米東分団　　　小型動力ポンプ　　　　　　昭和56年9月13日　購入
小型動力ポンプ付積載車　2台購入（福米東分団、河崎分団に配備）

（１）消防庁の実施する「防災基盤整備事業」（起債事業　充当率90％、その元利償還金
の50%に相当する額については、後年度、普通交付税の基準財政需用額に算入）として申

（２）事務事業評価の反映状況
　　　起債対象にならない消耗品的な要素の強い車両装備品の代金。
　　　小型動力ポンプ付積載車購入予定金額6,825,000円（1台分）のうち、825,000円は
　　（6,800,000－800,000）×0.9×2台＝10,800,000円

請を行い、一般財源の負担軽減を図る。
　防災基盤整備事業（起債）

事務事業評価に基づき、計画的・効率的に更新整備を図る。
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